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振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
、
は
や
、

い
つ
の
間
に
か
八
十
歳
を
越
え
、
長
い
よ
う
で
も
あ
り
、

短
い
よ
う
で
も
あ
る
。
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
、
こ
の
間

に
、
日
本
の
歴
史
は
幾
変
転
し
た
が
、
結
果
か
ら
見
れ
ば
、

や
は
り
進
歩
発
展
の
道
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

私
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
十
月
執
行
の
徴
兵
検

査
に
、
軍
医
官
よ
り
甲
種
合
格
、
町
よ
り
一
人
の
衛
生
兵

を
言
い
渡
さ
れ
、
昭
和
十
八
年
一
月
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ

広
島
市
に
現
役
兵
と
し
て
集
合
、
満
州
国
内
陸
軍
病
院
の

要
員
と
し
て
、
約
三
百
人
、
軍
服
他
軍
装
品
の
支
給
を
受

け
、
釜
山
、
奉
天
（
瀋
陽
）
を
経
由
大
石
橋
の
部
隊
に
到

着
。 

 

四
月
中
旬
ま
で
一
期
の
教
育
（
歩
兵
の
教
育
）
を
終
え
、

東
安
省
斐
徳
陸
軍
病
院
に
二
十
四
人
と
共
に
配
属
さ
れ
、

地
元
部
隊
の
隊
付
衛
生
兵
と
陸
軍
病
院
に
お
い
て
九
月
中

旬
ま
で
衛
生
兵
教
育
を
受
け
、
陸
軍
病
院
各
科
へ
配
属
、

私
は
外
科
の
勤
務
と
な
り
、
主
と
し
て
手
術
室
担
当
で
し

た
。
各
科
に
は
先
輩
衛
生
兵
と
赤
十
字
看
護
婦
、
陸
軍
看

護
婦
が
勤
務
し
て
お
り
、
色
々
と
実
地
の
指
導
を
受
け
た
。 

 

十
九
年
四
月
長
野
県
出
身
の
初
年
兵
二
十
人
が
配
属
さ

れ
、
昨
年
と
同
じ
く
衛
生
兵
教
育
を
受
け
、
九
月
各
科
に

配
属
さ
れ
、
業
務
に
従
事
し
た
。 

 

二
十
年
一
月
よ
り
三
月
ま
で
勃
利
陸
軍
病
院
に
お
い
て
、

特
別
補
充
衛
生
下
士
官
教
育
に
病
院
よ
り
二
人
の
中
に
選

手

 

記
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ば
れ
、
教
育
を
受
け
、
六
月
陸
軍
衛
生
伍
長
に
任
官
同
陸

軍
病
院
付
と
な
り
、
外
科
病
棟
勤
務
に
従
事
。 

 

こ
の
時
期
、
東
満
州
地
区
の
駐
屯
部
隊
は
南
方
方
面
へ

移
動
し
た
た
め
、
ま
た
近
隣
部
隊
も
牡
丹
江
市
付
近
へ
指

令
を
受
け
逐
次
移
転
し
て
、
我
が
陸
軍
病
院
も
牡
丹
江
市

へ
移
転
の
指
令
を
受
け
七
月
初
旬
入
院
患
者
と
共
に
移
動

し
、
業
務
を
再
開
し
て
い
た
。 

 

八
月
九
日
未
明
、
ソ
連
軍
は
、
満
州
国
の
対
ソ
国
境
全

域
に
わ
た
り
、
関
東
軍
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
、
空
港
、
鉄

道
駅
、
橋
梁
、
日
本
軍
兵
士
の
集
団
、
日
本
軍
防
衛
陣
地

の
重
要
施
設
な
ど
が
激
し
い
空
爆
と
低
空
射
撃
に
さ
ら
さ

れ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
猛
攻
の
前
に
は
、
関
東
軍
は
持

ち
こ
た
え
る
す
べ
も
な
く
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
攻
め
て
く
る

ソ
連
軍
を
押
し
と
ど
め
る
事
も
、
侵
攻
を
防
い
で
主
要
戦

力
を
救
う
事
も
不
可
能
で
あ
り
、
ば
ら
ば
ら
に
分
断
さ
れ

た
関
東
軍
は
多
大
の
被
害
を
被
っ
た
。
ソ
連
軍
司
令
部
の

記
録
に
よ
る
と
、
第
五
軍
だ
け
で
も
戦
の
最
初
の
数
日
で

兵
員
の
半
数
が
死
傷
、
火
砲
の
ほ
と
ん
ど
を
失
っ
た
。
満

州
作
戦
の
最
初
の
六
日
間
で
ソ
連
軍
は
二
百
五
十
～
四
百

キ
ロ
も
軍
を
進
め
た
。
軍
の
統
制
力
を
失
っ
た
日
本
軍
司

令
部
は
、
ど
の
方
面
を
と
っ
て
も
頑
強
な
抵
抗
を
組
織
的

に
で
き
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。 

 

九
日
未
明
、
非
常
呼
集
で
あ
る
「
ソ
連
軍
、
満
州
に
侵

攻
」
の
通
達
、
入
院
患
者
を
後
方
ハ
ル
ピ
ン
方
面
に
転
送
、

牡
丹
江
よ
り
北
寄
り
、
掖
河
に
野
戦
病
院
を
開
設
せ
よ
と

の
指
令
を
受
け
直
ち
行
動
開
始
、
入
院
患
者
八
十
人
を
牡

丹
江
駅
よ
り
列
車
に
て
看
護
婦
、
女
子
職
員
が
護
送
し
、

ハ
ル
ピ
ン
に
向
け
送
り
出
し
、
病
院
内
で
は
機
密
文
書
類

等
の
焼
却
、
院
内
の
整
理
に
て
、
朝
か
ら
目
の
回
る
よ
う

な
忙
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。
夜
に
な
る
と
駅
付
近
に
山
積

さ
れ
て
い
た
数
々
の
軍
用
貨
物
な
ど
に
火
が
付
け
ら
れ
、

そ
の
不
気
味
な
光
り
で
一
晩
じ
ゅ
う
昼
間
の
ご
と
く
照
ら

さ
れ
て
い
た
。
近
く
の
弾
薬
庫
に
も
火
が
付
け
ら
れ
、
時
々

弾
薬
の
炸
裂
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
着
の
身
着
の
ま
ま
の

姿
で
一
夜
を
過
ご
し
朝
を
迎
え
た
。 

 

十
日
午
後
、
病
院
に
石
油
を
撒
き
放
火
し
た
が
、
あ
ま

り
燃
え
な
か
っ
た
。 

 
野
戦
病
院
開
設
の
た
め
自
動
車
八
両
に
天
幕
、
衛
生
材
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料
、
機
械
、
器
具
、
薬
品
、
食
料
等
積
み
込
み
出
発
し
、

途
中
空
爆
を
受
け
な
が
ら
掖
河
に
お
い
て
天
幕
を
張
り
開

設
し
た
。
時
折
、
爆
撃
機
に
よ
る
爆
撃
を
受
け
た
が
被
害

は
な
く
、
患
者
収
容
者
は
な
し
。 

 

十
三
日
朝
、
大
き
な
木
の
下
で
各
部
隊
の
代
表
に
命
令

伝
達
中
爆
撃
を
受
け
近
く
に
大
き
な
爆
弾
が
落
下
し
、
こ

れ
が
最
期
と
思
っ
た
が
幸
い
泥
炭
地
に
て
柔
ら
か
く
不
発

弾
で
生
き
延
び
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
夜
に
な
り
磨
刀
石
付

近
に
お
い
て
激
戦
あ
り
患
者
発
生
し
て
い
る
の
で
収
容
の

指
令
受
け
、
軍
医
と
班
長
と
な
り
担
架
を
携
行
し
収
容
に

向
か
っ
た
が
、
兵
士
達
は
少
し
は
怪
我
を
し
た
が
一
歩
も

下
が
ら
な
い
と
頑
強
に
断
ら
れ
、
殺
気
立
っ
た
気
持
ち
に

胸
を
打
た
れ
た
。 

 

十
五
日
朝
よ
り
爆
撃
が
激
し
く
な
り
、
野
戦
病
院
勤
務

の
衛
生
兵
に
も
、
敵
戦
車
が
近
く
迫
っ
て
い
る
の
で
手
榴

弾
五
発
が
渡
さ
れ
、
山
麓
に
各
自
で
タ
コ
ツ
ボ
を
掘
り
、

敵
戦
車
に
飛
び
込
む
よ
う
指
示
さ
れ
、
タ
コ
ツ
ボ
の
中
で

待
機
中
爆
撃
、
機
銃
掃
射
、
迫
撃
砲
弾
の
空
中
炸
裂
を
受

け
な
が
ら
時
間
の
過
ぎ
る
の
を
待
っ
て
い
た
。 

 

夜
に
な
り
、
牡
丹
江
の
橋
が
爆
破
さ
れ
る
の
で
、
横
道

河
子
に
お
い
て
野
戦
病
院
開
設
の
指
令
を
受
け
、
直
ち
に

自
動
車
に
分
乗
し
、
橋
を
無
事
渡
り
激
し
い
爆
撃
、
機
銃

掃
射
を
受
け
な
が
ら
目
的
地
を
目
指
す
が
、
一
本
道
の
た

め
一
般
民
間
人
、
女
子
、
子
供
で
混
雑
し
、
昼
間
は
激
し

い
爆
撃
、
機
銃
掃
射
の
た
め
死
傷
者
が
続
出
し
て
も
、
手

当
て
の
す
る
余
裕
も
な
く
、
自
分
の
命
を
守
る
事
し
か
で

き
な
い
状
態
が
続
い
た
。
夕
方
に
な
り
病
院
関
係
者
集
合
、

一
人
の
不
明
者
あ
り
探
し
に
行
く
が
、
探
す
事
は
で
き
な

か
っ
た
。
負
傷
者
も
数
人
出
た
が
軽
傷
で
終
わ
っ
た
。 

 

十
七
日
午
後
や
っ
と
横
道
河
子
に
到
着
、
先
に
野
戦
病

院
開
設
し
て
い
た
牡
丹
江
陸
軍
病
院
に
協
力
し
た
。
夕
方

き
れ
い
な
小
川
付
近
で
野
営
の
準
備
し
て
い
た
時
、
「
停

戦
協
定
が
成
立
し
た
の
で
、
明
日
ソ
連
戦
車
が
入
っ
て
来

る
の
で
白
旗
を
掲
げ
迎
え
、
抵
抗
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

命
令
が
出
さ
れ
た
。 

 
 

八
月
十
八
日
終
戦
、
武
装
解
除 

 

停
戦
協
定
成
立
と
言
う
が
、
非
公
式
に
は
敗
戦
だ
ろ
う

と
言
わ
れ
、
一
時
茫
然
と
な
っ
た
が
、
と
に
か
く
皆
と
行
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動
を
共
に
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
空
襲
も
な
く
堂
々
と

炊
事
も
で
き
、
久
し
ぶ
り
に
、
美
味
し
い
御
飯
を
食
べ
る

事
が
で
き
た
。 

 
午
後
、
武
器
は
す
べ
て
指
定
さ
れ
た
場
所
に
出
す
よ
う

に
指
示
さ
れ
、
小
銃
、
帯
剣
を
出
し
帯
革
だ
け
し
め
て
、

牡
丹
江
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
徒
歩
に
て
拉
古
の
旧

病
馬
廠
に
収
容
さ
れ
、
千
人
単
位
の
大
隊
に
編
成
さ
れ
て
、

二
十
日
間
滞
在
し
た
。 

 

拉
古
編
成
十
八
大
隊
と
し
て
、
大
隊
長
松
本
大
尉
以
下

千
人
は
、
九
月
十
一
日
朝
、
ダ
モ
イ
の
た
め
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
に
向
け
出
発
し
た
。
汽
車
は
病
人
な
ど
で
混
雑
し

て
い
る
の
で
、
元
気
な
者
は
徒
歩
に
て
グ
ロ
テ
コ
ウ
ま
で

行
く
と
の
こ
と
。
徒
歩
で
も
内
地
に
帰
れ
る
こ
と
な
ら
と
、

一
同
張
り
切
っ
て
出
発
し
た
。
初
日
は
牡
丹
江
の
官
舎
跡
、

翌
日
は
代
馬
溝
の
道
端
だ
っ
た
が
、
途
中
激
戦
の
跡
に
は

驚
い
た
。
戦
車
の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
や
鉄
兜
が
散
乱
し
て
い
た
。

毎
日
、
朝
八
時
頃
か
ら
夜
は
九
時
過
ぎ
暗
く
な
る
ま
で
行

軍
し
た
が
、
昼
休
み
は
二
時
間
く
ら
い
あ
っ
た
。
日
本
に

帰
り
た
い
一
心
で
よ
く
歩
い
た
。
十
五
日
夜
、
下
城
子
で

一
日
休
息
で
二
泊
、
十
九
日
綏
陽
を
通
過
し
て
山
の
中
で

野
営
、
二
十
日
国
境
の
街
綏
芬
河
を
通
過
。
途
中
の
草
原

に
て
野
営
し
て
二
十
一
日
夜
遅
く
グ
ロ
テ
コ
ウ
の
街
を
過

ぎ
郊
外
の
草
原
に
野
営
し
た
。
二
十
三
日
、
黒
パ
ン
が
支

給
さ
れ
有
蓋
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
出
発
、
あ
と
二
～
三
日
で

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
と
み
ん
な
元
気
を
増
し
た
。 

 

時
々
止
ま
る
駅
で
ソ
連
人
に
ウ
ラ
ジ
オ
は
ど
ち
ら
か
と

指
差
せ
ば
、
進
行
方
向
を
差
す
の
で
喜
ん
で
い
る
と
、
三

日
目
に
な
っ
て
列
車
の
後
方
を
差
す
の
で
、
初
め
て
ダ
マ

さ
れ
た
事
に
気
づ
き
一
同
ガ
ッ
ク
リ
。
夕
方
、
山
間
の
駅

で
下
車
を
さ
せ
ら
れ
、
紅
葉
も
色
あ
せ
た
こ
の
地
区
で
以

来
二
年
半
お
世
話
に
な
る
と
は
、
何
た
る
因
縁
だ
ろ
う
か
。 

 

昭
和
二
十
年
九
月
二
十
七
日
、
沿
海
州
ス
ー
チ
ャ
ン
地

区
チ
グ
ロ
ワ
ヤ
村
に
て
、
苦
難
の
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。 

 

十
八
大
隊
の
う
ち
私
た
ち
四
百
人
は
、
駅
よ
り
四
キ
ロ

ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
収
容
さ
れ
た
。
も
と
も
と
囚
人
用
の

収
容
所
で
あ
っ
た
建
物
で
、
一
応
の
設
備
が
、
お
粗
末
な

が
ら
あ
っ
た
の
で
、
あ
と
あ
と
大
い
に
助
か
っ
た
。
中
は
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二
段
式
寝
台
、
こ
れ
ま
た
丸
太
を
並
べ
る
だ
け
、
そ
の
上

に
二
人
で
一
枚
の
毛
布
を
敷
き
、
一
枚
は
着
る
、
着
の
身

着
の
ま
ま
で
寝
る
。
収
容
所
は
有
刺
鉄
線
で
囲
わ
れ
、
入

り
口
に
は
警
戒
兵
が
常
時
立
ち
半
年
く
ら
い
厳
し
く
警
戒

さ
れ
た
。 

 

厳
し
い
労
働
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
補
う
栄
養

は
極
度
に
乏
し
く
、
ま
た
粗
悪
で
あ
っ
た
。
飢
え
で
や
せ

衰
え
た
体
に
極
寒
、
重
労
働
が
重
な
っ
て
ち
ょ
っ
と
し
た

事
が
死
に
つ
な
が
り
、
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
。
当
時

の
ソ
連
の
捕
虜
取
扱
い
規
則
に
よ
る
と
、
一
日
、
黒
パ
ン

三
百
グ
ラ
ム
、
雑
穀
三
百
グ
ラ
ム
、
野
菜
六
百
グ
ラ
ム
、

油
五
グ
ラ
ム
、
獣
肉
五
十
グ
ラ
ム
、
塩
十
グ
ラ
ム
、
砂
糖

十
五
グ
ラ
ム
、
こ
れ
な
ら
結
構
な
量
で
あ
る
。 

 

し
か
し
実
際
に
捕
虜
の
手
に
渡
っ
た
の
は
桁
違
い
に
少

な
い
。
大
方
は
二
百
グ
ラ
ム
に
も
足
り
な
い
黒
パ
ン
が
弁

当
、
朝
夕
は
雑
炊
で
、
う
す
い
の
で
箸
の
必
要
は
な
く
、

す
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
特
に
生
野
菜
の
量
が
少
な
く
、

春
に
な
り
野
草
や
き
の
こ
を
煮
て
食
べ
た
。
こ
れ
は
ソ
連

の
管
理
者
や
糧
秣
受
領
者
が
ピ
ン
は
ね
し
た
り
、
地
方
人

に
横
流
し
さ
れ
、
そ
の
残
り
が
捕
虜
の
食
糧
と
な
っ
た
た

め
で
あ
る
。
一
年
後
に
は
次
第
に
改
善
さ
れ
た
。 

 
 

伐
採
作
業 

 

収
容
さ
れ
て
三
日
目
、
作
業
班
が
編
成
さ
れ
、
二
人
挽

き
の
鋸
と
斧
と
が
二
人
に
対
し
渡
さ
れ
、
人
員
点
呼
後
、

ソ
連
兵
の
誘
導
で
一
キ
ロ
く
ら
い
歩
い
た
所
の
雑
木
林
で
、

主
に
白
樺
、
泥
柳
な
ど
を
二
メ
ー
ト
ル
の
薪
材
の
伐
採
を

さ
せ
ら
れ
た
。
ズ
ブ
の
素
人
で
は
大
変
な
難
作
業
で
あ
り
、

ま
た
二
人
挽
き
の
鋸
の
た
め
、
対
面
す
る
相
手
と
呼
吸
を

合
わ
せ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
、
こ
の
た
め
鋸
の
動
き

が
鈍
く
て
、
労
多
く
し
て
効
が
少
な
く
、
体
力
の
消
耗
が

激
し
く
、
ノ
ル
マ
の
達
成
が
最
初
は
到
底
無
理
な
人
も
多

か
っ
た
。 

 

ノ
ル
マ
は
、
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
に
切
断
し
、
高
さ
一
・

一
メ
ー
ト
ル
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
に
積
み
込
ん
で
、
翌
日
民

間
人
監
督
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ノ

ル
マ
の
苦
し
さ
に
耐
え
か
ね
、
監
督
員
詰
所
で
の
交
渉
の

結
果
、
半
年
後
、
鋸
の
目
立
て
と
斧
の
研
ぎ
の
要
員
を
日

本
人
の
手
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
道
具
が
仕
事
を
す
る
、
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つ
ま
り
ノ
ル
マ
の
向
上
に
は
仕
事
の
段
取
り
と
道
具
が
必

要
な
事
を
ソ
連
人
に
理
解
さ
せ
、
同
時
に
鳶
口
と
ガ
ン
タ

（
木
回
し
）
を
捨
て
て
あ
る
車
の
ス
プ
リ
ン
グ
を
利
用
し

鍛
冶
屋
の
経
験
者
に
造
ら
せ
、
丸
太
の
移
動
が
簡
単
に
で

き
好
評
を
得
た
。
雪
の
中
で
の
伐
採
中
、
二
人
挽
き
の
た

め
、
木
の
倒
れ
る
方
向
を
見
定
め
逃
げ
道
は
作
っ
て
お
い

た
が
、
木
が
途
中
で
裂
け
る
等
に
よ
り
下
敷
き
と
な
り
、

犠
牲
に
な
っ
た
人
も
時
々
あ
り
、
い
つ
に
な
っ
て
も
気
の

抜
け
な
い
仕
事
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
、
一
つ
楽
し
く
思
え
た
の
は
、

松
の
実
を
採
る
事
が
で
き
た
こ
と
だ
。
松
は
五
葉
の
松
で
、

木
が
高
く
五
～
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
が
多
い
。
大
き

な
松
の
実
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
外
径
二
十
セ
ン
チ
以
上

の
木
で
、
実
は
と
て
も
美
味
し
く
、
蛋
白
源
と
し
て
互
い

に
喜
び
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

十
八
大
隊
の
本
隊
は
、
駅
近
く
の
収
容
所
で
、
薪
の
貨

車
搭
載
や
集
材
す
る
自
動
車
隊
の
整
備
な
ど
し
て
い
た
が
、

一
年
後
私
達
と
交
替
も
行
わ
れ
た
。 

 

 
 

薪
の
貨
車
搭
載
作
業
（
十
人
一
組
） 

 

丸
太
の
積
込
み
作
業
の
中
で
貨
車
へ
の
積
込
み
は
、
時

間
の
制
約
が
あ
り
、
昼
夜
の
区
別
が
無
い
、
貨
車
の
入
り

次
第
で
作
業
す
る
の
で
大
変
不
規
則
な
労
働
で
、
随
分
泣

か
さ
れ
、
誠
に
重
労
働
と
思
わ
れ
た
。 

 

短
尺
材
の
輸
送
は
有
蓋
貨
車
が
使
わ
れ
る
。
入
り
口
に

丈
夫
な
歩
み
板
を
架
け
渡
し
、
大
径
材
か
ら
順
に
こ
れ
ま

た
人
肩
で
運
び
込
む
。
屋
根
付
き
貨
車
は
大
き
く
感
じ
た

が
、
車
内
の
棚
積
み
に
は
、
上
手
に
空
洞
を
作
っ
て
実
材

積
を
少
な
く
工
夫
す
る
の
が
肝
心
だ
っ
た
。
こ
れ
が
労
働

時
間
を
左
右
す
る
の
だ
、
上
手
に
ソ
連
人
監
督
の
目
を
ご

ま
か
す
工
夫
を
す
る
の
で
あ
る
。
貨
車
の
両
側
か
ら
重
い

丸
太
を
下
積
み
に
車
内
に
縦
に
並
べ
、
車
内
の
中
央
か
ら

木
口
が
見
え
る
よ
う
に
積
む
、
中
央
部
の
入
り
口
付
近
は

横
積
み
に
す
る
の
で
最
後
ま
で
残
る
。
奥
の
方
か
ら
天
井

ま
で
隙
間
の
な
い
よ
う
に
詰
め
込
む
。
積
み
込
み
の
途
中

で
巡
回
監
督
の
目
を
上
手
に
騙
し
て
空
洞
を
作
る
の
に
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
事
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
鳶
口
と
、

ガ
ン
タ
の
使
用
に
よ
り
、
大
き
な
丸
太
も
簡
単
に
動
か
す
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事
が
で
き
た
。 

チ
グ
ロ
ワ
ヤ
駅
付
近
の
沢
に
は
拉
古
編
成
十
一
大
隊
（
大

隊
長
梅
田
大
尉
）
十
二
大
隊
（
大
隊
長
小
林
大
尉
）
が
薪

材
の
伐
採
及
び
電
柱
材
の
伐
採
に
従
事
し
て
い
た
。 

 
 

民
主
運
動
に
つ
い
て 

 

二
十
二
年
秋
頃
よ
り
日
本
新
聞
の
人
が
派
遣
さ
れ
て
来

た
。
民
主
化
が
遅
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
労
働
運
動
が
始

ま
り
、
参
加
し
な
け
れ
ば
ダ
モ
イ
が
遅
れ
る
と
思
い
仕
方

無
く
参
加
し
た
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。 

 

集
結
地
ナ
ホ
ト
カ
に
お
い
て
三
日
間
、
着
い
た
日
か
ら

民
主
化
運
動
と
言
っ
て
赤
旗
の
歌
や
労
働
歌
を
歌
わ
さ
れ
、

ア
ク
チ
ー
ブ
に
よ
り
民
主
教
育
を
受
け
た
。
こ
れ
も
帰
国

の
為
に
は
避
け
て
通
れ
な
い
大
き
な
関
所
で
あ
っ
た
と
思

う
。 

 
 

ぬ
く
も
り 

 

二
十
一
年
秋
に
な
り
、
伐
採
の
現
場
監
督
よ
り
依
頼
さ

れ
、
自
宅
の
薪
割
り
を
二
人
で
手
伝
っ
た
。
家
に
着
く
な

り
、
必
ず
、
ま
ず
食
べ
ろ
と
バ
タ
ー
つ
き
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

が
た
っ
ぷ
り
出
さ
れ
る
。
作
業
後
、
帰
り
に
も
、
さ
あ
食

べ
ろ
。
慢
性
的
な
空
腹
を
少
し
で
も
い
や
す
事
が
で
き
た
。

ロ
シ
ア
の
民
間
人
と
も
付
き
合
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
人
は
個

人
対
個
人
で
は
全
く
差
別
の
無
い
扱
い
が
な
さ
れ
、
ほ
っ

と
し
た
。 

 
 

ナ
ホ
ト
カ
港 

 

二
十
三
年
五
月
三
十
日
突
然
帰
国
命
令
。
ナ
ホ
ト
カ
に

到
着
、
人
員
を
確
認
さ
れ
、
テ
ン
ト
村
へ
引
率
さ
れ
、
天

幕
生
活
で
の
不
安
の
日
々
を
過
ご
す
。
毎
日
昼
間
は
帰
国

に
伴
う
身
元
調
査
、
私
物
検
査
、
散
髪
等
が
行
わ
れ
、
夜

は
共
産
主
義
教
育
、
労
働
歌
の
練
習
を
受
け
、
覚
え
な
け

れ
ば
ダ
モ
イ
は
で
き
な
い
と
、
我
々
の
弱
点
を
突
い
て
く

る
。 

 

六
月
三
日
、
雲
一
つ
な
い
快
晴
、
ま
さ
し
く
我
々
の
気

持
ち
の
ご
と
く
晴
れ
晴
れ
と
し
た
日
だ
っ
た
。
昼
食
後
、

広
場
に
集
め
ら
れ
、
出
発
の
号
令
を
合
図
に
、
労
働
歌
を

歌
い
な
が
ら
丘
陵
う
ら
が
わ
の
埠
頭
を
目
指
し
て
歩
い
た
。

頂
上
ま
で
来
る
と
、
眼
下
の
埠
頭
の
広
場
に
は
整
然
と
幾

列
に
も
並
び
、
乗
船
を
待
っ
て
い
る
姿
が
目
に
映
っ
た
。

岸
壁
に
は
祖
国
日
本
に
運
ん
で
く
れ
る
復
員
船
高
砂
丸
が
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煙
突
よ
り
白
い
煙
を
な
び
か
せ
、
早
く
乗
ら
な
い
か
と
言

い
た
げ
に
横
付
け
に
停
泊
し
て
い
た
。
最
後
の
人
員
確
認
、

総
勢
二
千
人
位
い
た
だ
ろ
う
、
一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ

前
へ
進
む
、
船
の
タ
ラ
ッ
プ
を
感
無
量
に
踏
み
締
め
て
ゆ

っ
く
り
と
上
が
る
。
乗
船
後
、
船
が
公
海
上
に
出
る
。
夕

食
は
久
し
ぶ
り
に
美
味
し
い
日
本
食
を
食
べ
、
二
年
十
カ

月
の
抑
留
生
活
を
振
り
返
り
眠
り
に
つ
く
。 

 

六
月
五
日
朝
、
陸
が
見
え
る
。
お
お
日
本
だ
、
樹
木
が
、

屋
根
が
、
白
壁
が
見
え
る
と
の
叫
び
。
甲
板
に
上
が
り
、

デ
ッ
キ
の
手
す
り
に
し
が
み
つ
い
て
、
涙
せ
ぬ
者
は
い
な

い
。
美
し
い
、
そ
れ
は
祖
国
で
あ
る
。
よ
か
っ
た
、
よ
く

生
き
て
き
た
。
岸
壁
に
人
が
並
ん
で
い
る
。 

 

投
錨
と
共
に
ボ
ー
ト
が
船
脇
に
つ
き
上
陸
し
た
。 

 
 

舞
鶴 

 

五
年
目
に
踏
ん
だ
日
本
の
土
、
感
無
量
で
あ
る
。
上
陸

ま
ず
白
い
粉
を
か
け
ら
れ
て
消
毒
さ
れ
（
Ｄ
Ｄ
Ｔ
）
次
が

予
防
接
種
、
事
情
調
査
が
長
か
っ
た
。
抑
留
中
の
経
路
、

そ
の
土
地
で
の
作
業
状
況
、
食
事
の
質
量
、
収
容
所
の
組

織
、
赤
軍
の
様
子
、
死
亡
し
た
戦
友
の
名
前
、
あ
ら
ゆ
る

調
査
が
行
わ
れ
、
復
員
手
続
を
終
え
、
引
揚
寮
の
大
き
な

風
呂
に
入
り
、
本
当
に
生
き
返
っ
た
気
分
に
な
っ
た
。 

 

三
日
目
に
新
し
い
被
服
が
支
給
さ
れ
、
引
揚
証
明
書
、

現
金
八
百
円
を
受
け
取
り
帰
路
に
つ
い
た
。 

 

こ
う
し
て
無
事
帰
国
で
き
た
の
も
、
母
は
強
い
信
仰
者

で
、
毎
日
、
朝
夕
必
ず
私
に
対
し
入
隊
当
時
か
ら
帰
国
ま

で
陰
膳
を
供
え
祈
り
続
け
て
く
れ
た
お
か
げ
と
感
謝
し
て

い
る
。 

 

戦
後
五
十
九
年
あ
の
大
戦
に
よ
る
多
く
の
亡
く
な
っ
た

戦
友
の
事
を
思
い
、
ま
た
異
国
の
地
に
て
名
も
無
く
散
っ

て
行
か
れ
た
友
を
思
う
時
、
二
度
と
戦
争
は
す
る
も
の
で

は
な
い
と
痛
感
し
て
い
る
が
、
い
つ
も
世
界
の
ど
こ
か
で

戦
争
が
起
き
て
い
る
。
北
海
道
よ
り
イ
ラ
ク
へ
自
衛
隊
員

が
派
遣
さ
れ
て
か
ら
、
よ
り
戦
争
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
。

何
一
つ
罪
の
な
い
、
傷
つ
い
た
イ
ラ
ク
の
子
供
た
ち
の
映

像
が
流
さ
れ
る
た
び
に
い
た
た
ま
れ
な
く
な
る
。
も
し
、

そ
れ
が
我
が
子
だ
っ
た
ら
。
戦
争
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

で
も
、
現
実
に
世
界
中
で
戦
争
は
絶
え
な
い
。
な
ぜ
戦
争

が
起
き
る
の
か
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
今
、
私
た
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ち
に
何
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
戦
争
の
惨
禍
、
シ
ベ
リ

ア
抑
留
の
悲
惨
さ
を
体
験
し
た
事
を
後
世
に
伝
え
、
戦
争

の
な
い
平
和
な
社
会
が
訪
れ
る
こ
と
を
信
じ
た
い
。
多
く

の
犠
牲
者
に
衷
心
よ
り
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

現
住
所 

 
 

札
幌
市
白
石
区
北
郷 

生
年
月
日 

 

大
正
十
一
年
六
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

父
村
上
慶
雄 
母
ツ
ヤ
ノ 

の
次
男 

昭
和
十
六
年
三
月 

音
更
町
立
青
年
学
校
卒
業 

入
隊
前
の
職
業 

家
業
の
農
業
に
従
事 

軍 

歴 

昭
和
十
八
年 

一
月 

満
州
国
東
安
省 

斐
徳
陸
軍
病
院

衛
生
兵
と
し
て
入
隊 

教
育
を
六
カ
月
受
け
病
院
勤
務 

 
 

二
十
年 

一
月 

勃
利
陸
軍
病
院 

特
別
衛
生
下
士

官
教
育
を
三
カ
月
受
け
る 

 
 

 
 

 
 

六
月 

任
陸
軍
衛
生
伍
長 

 
 
 
 

 
 
 

八
月 

横
道
河
子
に
て
終
戦
、
武
装
解 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

除 

 
 
 
 

 
 
 

九
月 

沿
海
州
ス
ー
チ
ャ
ン
地
区
の
収 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

容
所
に
抑
留
さ
れ
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

チ
グ
ロ
バ
ヤ
に
お
い
て
伐
採
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

貨
車
搭
載
、
農
作
業
、
医
務
室 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

勤
務
等
に
従
事
し
た 

 
 

二
十
三
年 

六
月 

舞
鶴
港
に
上
陸
復
員
（
高
砂
丸
） 

 
 

復
員
後
の
職
業 

 
 

二
十
三
年 

十
月 

浦
河
漁
業
協
同
組
合
診
療
所
に

勤
務 

 
 

二
十
四
年
十
二
月 

同
診
療
所
は
浦
河
赤
十
字
病
院

へ
人
事
共
に
移
管 

事
務
部
勤

務 

 
 

二
十
八
年 

八
月 

診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
免
許
取

得 

 
 

四
十
四
年 

七
月 

社
会
保
険
労
務
士
免
許
取
得 

 
 

五
十
八
年 

六
月 

浦
河
赤
十
字
病
院
定
年
退
職 

 
 

五
十
九
年 

四
月 

札
幌
市
産
婦
人
科
医
会
事
務
長 
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六
十
三
年 

三
月 

札
幌
市
産
婦
人
科
医
会
退
任 

家
族
構
成 

 
 

二
十
五
年 

四
月 

妻
佐
々
木
芳
江
と
結
婚 

三
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
て
い
る 

 

執
筆
者
は
平
成
十
一
年
六
月
に
全
抑
協
札
幌
支
部
に
入

会
し
、
翌
十
二
年
四
月
役
員
改
選
の
時
に
支
部
理
事
に
就

任
し
た
。
慰
藉
事
業
の
地
方
慰
霊
祭
、
展
示
会
等
の
開
催

に
つ
い
て
積
極
的
に
参
加
協
力
さ
れ
て
い
る
。 

 

現
在
も
理
事
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。 

（
北
海
道 

 

森 

英
一
） 

異
国
の
空
に 

 
 
 
 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
記
録 

北
海
道 

 

東 

島 

房 

治 
 

 

  
 

樺
太
逢
坂
捕
虜
収
容
所 

 

逢
坂
の
収
容
所
に
は
約
一
千
人
の
兵
士
が
収
容
さ
れ
た
。

収
容
所
は
日
本
軍
の
三
角
兵
舎
（
地
上
は
三
角
の
屋
根
だ

け
出
し
、
下
は
地
下
に
な
っ
て
い
る
簡
易
兵
舎
）
が
利
用

さ
れ
た
。
上
級
将
校
は
別
の
と
こ
ろ
に
収
容
さ
れ
た
ら
し

く
、
我
々
と
同
じ
に
収
容
さ
れ
た
の
は
見
習
士
官
で
終
戦

時
に
少
尉
に
な
っ
た
者
と
隊
長
と
し
て
大
尉
が
一
人
で
あ

っ
た
。 

 

毎
日
収
容
所
の
整
備
が
主
な
作
業
で
労
働
ら
し
い
労
働

は
無
く
過
ぎ
て
い
く
。
そ
の
時
こ
っ
そ
り
と
倉
庫
を
覗
く

と
、
樽
に
入
っ
た
塩
鮭
が
あ
っ
た
。
ロ
ス
ケ
の
塩
鮭
は
塩

水
で
樽
漬
け
に
す
る
の
で
色
が
と
て
も
奇
麗
で
あ
る
。
早

速
一
本
失
敬
し
て
腹
に
巻
い
て
、
知
ら
な
い
顔
し
て
作
業

を
し
て
い
た
が
、
段
々
と
腹
が
冷
え
て
き
て
こ
れ
に
は
困




